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大阪の近代経営の先駆者とされ
る五代友厚の遺業をしのんで１９
６０年 『五代友厚秘史 （五代友、 』
厚７５周年追悼記念刊行会編集）
が出版された。その冒頭、７０ペ
ージに渡って資料写真が収められ
ており、五代の署名入り肖像や、
大久保利通が五代にあてた書簡な
ど、五代の生涯が一目でわかる編
集になっている。私は興味深くこ
れらのページを繰っていて、一点
の写真に目が留まった。五代がジ

。ョセフ・ヒコにあてた手紙である

キャプションには「Ｍ．初年、ジョセフ・ヒコへ五代才助より発信、かいこの種
紙についての手紙で、五代がシルク日本のＰＲに尽力している」とある。私の目は
「かいこ」の一文字にくぎ付けになった。

明治期、絹糸の輸出は最大の外貨稼ぎであった。この書簡には、富国強兵、殖産
興業が要請された時代のなか、ヒコと五代の関係が象徴的に現れているのではない
だろうか。そう直感した私はこの手紙が持つ意味を探ろうと思った。

五代友厚（ 五代友厚秘史』より）『 ジョセフ・ヒコ
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グラバーの生糸取り引き

『五代友厚秘史』の巻
末に写真資料の注釈ひ
とまとめにしている。
このヒコあて書簡につ
いて「種紙一条の儀壱
人京師より参り候えど
も江州人いまだ参らず
候につき、なお又催促
いたしをき候付 明日
（ ） （ ）比 ごろ は跡 あと

の人も参るべく候に付
其上巨細攻付申すべく
候」と、達筆な文面を
活字で紹介している。
日付は「七月十八日 。」

、明治初年の７月１８日
カイコの種紙を近江の

商人がいまなお持ってこないので催促をしている、との
内容である。この資料写真の上には前号で紹介したヒコ
や木戸孝允らが写っている写真があり、左のページには
トーマス・グラバーの肖像写真が掲載されている。私は
『アメリカ彦像自伝 （中川努、山口修訳、東洋文庫）』
に、ヒコが長崎の高島炭坑の経営について佐賀藩とグラ
バー商会の仲介をしたことに関して、次のような注釈が
あることを思い出した。
「高島炭坑は、グラバーの力によって近代的な経営がは
じめられた。しかしグラバーは生糸相場が大失敗してか

らは、その事業も衰退していき、かつ炭坑の外人経営を
禁ずる政府の方針もあって、１８７３年には高島炭坑も
国有になる 」。
この説明によればグラバー商会は生糸取引を手掛けて

いた。ヒコはグラバー商会と大いに関係があったことは
前号で述べたが、グラバーとのかかわりという点では、
幕末の志士のなかでは五代以上の者はいない。このこと
は後述する。ここではグラバーと生糸との関係をまず掘
り下げたい。
杉山伸也『明治維新とイギリス商人――トマス・グラ

バーの生涯 （岩波新書）によると、日本の開港ととも』
に、中国に本拠をおいて貿易をしていた外国商人が次々
に来日。その代表的な商人は横浜で「英一番館」とよば
れたジャーデン・マセソン商会（以降ＪＭ商会 。横浜）

、 、 、 、 、に支店を置き 長崎 兵庫 大阪 函館に代理店を設け
欧米市場向けの生糸や茶などの輸出、欧米からの綿織物
や毛織物製品の輸入、販売を行っていた。同商会を後ろ
盾に貿易活動を行ったのがグラバー商会だ。
１８３８年にスコットランドで生まれたグラバーは１

８５９（安政６）年、２１歳のとき長崎に上陸。６１年
に独立して貿易業務に携わり、翌年、アーノルド商会を
吸収する形でグラバー商会を設立した。
開港にともなって、長崎に代わり横浜が最大の貿易港

になった。１８５９～６７年の平均で、輸出の８０～８
５％、輸入の６０～７０％を横浜が占めていた 『明治。
維新とイギリス商人』に掲載されている「横浜開港直後
の外国商事会社一覧 （１８５９～１８６８年）には、」
ＪＭ商会とともにグラバー商会もその名が挙がってい
る。グラバーは「長崎だけでは心もとない」と、目ざと
く横浜に支店をおいたのだ。

トーマス・グラバー
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横浜港での主な輸出品
は製茶、蚕卵紙、蛹、
生糸、屑糸、玉糸、乾
鮑、鯣など（藤本實也
『開港と生糸貿易』開

）、港と生糸貿易刊行会
多岐にわたるが、この
なかの茶と生糸が二大
輸出産品だった。国全
体では生糸、蚕卵紙で
輸出総額の６０％、茶
が２０％だったとい
う。

横浜に外国貿易の代
表の座を奪われたとは

いえ、鎖国時代からの伝統をもつ長崎港でも着実に取引
は行われた。以下は茶と生糸（繭、蚕卵紙を含む）の輸
出実績である。
茶は１８６３年、１０万９０００ドル▽６４年、１１

万ドル▽６５年、１５万８０００ドル▽６６年、４７万
４０００ドル▽６７年、３６万８０００ドル▽６８年、
３９万９０００ドル▽６９年、５０万８０００ドル▽７
０年、３５万８０００ドル。一方生糸は６３年、５万１
０００ドル▽６４年、１万３０００ドル▽６５年、４万
４０００ドル▽６６年、５万３０００ドル▽６７年、９
万７０００ドル▽６８年、３万１０００ドル▽６９年、
０▽７０年、４０００ドル。
茶は全体として着実に輸出が伸びており、長崎港での

有力輸出商品であったことがわかる。これに対し、生糸
は増減を繰り返しており、極めて不安定な品目であった

ことは明らかだ。何よりも問題なのは６９年に取引がな
かったこと。７０年にはわずかな輸出があったものの、
もはや長崎での生糸輸出は壊滅したといえるだろう。
グラバー商会が８万７４１ドルの負債を抱えて倒産し

たのは１８７０（明治３）年８月である。ヒコ自伝の注
釈にある「生糸相場の大失敗」とは、長崎港で生糸貿易
の激減によって大打撃を受けたことを指しているのだろ
うか。
ところで、１９６９年になってなぜ生糸輸出が全滅に

陥ったのだろう。前掲の『開港と生糸貿易』に１８６４
年から６８年までの横浜港における生糸の輸出先表が掲
載されている。以下はその実績（単位は俵 。）
１８６４～６５年、ロンドン９７９１、マルセーユ４

２３９、上海２２２８、計１６４６３▽６５～６６年、
ロンドン７２４９、マルセーユ３９３９、上海１２５、
計１１５１７▽６６～６７年、ロンドン８５５７、マル
セーユ４５９１、計１３３６２▽６７～６８年、ロンド
ン５４１２、マルセーユ６１６０、計１２１０４。
同書によると、生糸相場（１００斤あたり）は１８６

、 、 、１年３７０ドル ６２年４０３ドル ６３年４５９ドル
６４年５００ドル、６５年６１７ドル、６６年７４４ド
ル、６７年７５６ドル。

以上の輸出実績と相場から、次のことがいえる。１８
６７～６８年にロンドン向けの輸出が減少したのに対
し、マルセーユ向けが増加し、輸出量は微減にとどまっ
た。一方、生糸相場は堅実に上昇しており、明治維新を
迎えるまで、生糸輸出の不安材料はほとんどなかった。
あえていうなら、ロンドン向け輸出が減り、マルセーユ
頼りになることのリスクだろう。

生糸
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この実績表には
６９年以降がな
い。このため長
崎港で６９年に
生糸輸出がゼロ
であった理由が
ここからは読み
とれない 「マ。
ルセーユリス
ク」が気になる
ところだ。７０

年、フランスとプロシャの間で普仏戦争が勃発した。こ
の戦争にともなってフランスの経済状況が悪化してい
る。これが生糸を扱う業者を直撃したのだろうか。
普仏戦争は「エルスムス電報事件」を機に起きた。ス

ペインのイザベル２世がフランスに亡命したことから同
国の王位継承問題に発展し、スペイオン王からドイツの
ビスマルクにこの報告の電報を打電。ビスマルクがこの
電報を、フランスの大使が失礼であったと内容をかいざ
んしたのが同事件だ。ビスマルクはこの事件をもとに、
フランスの対立をあおった。
７月１９日に戦端の口火が切られ、セダンの戦いで１

０万人のフランス兵とナポレオン３世が降伏。さらに７
１年１月２８日、パリが占拠され５月１０日、フランス
が正式にプロシャに降伏して終結した。
西川武臣『幕末明治の国際市場と日本――生糸貿易と

横浜 （雄山閣）によると、１８６９年１０月下旬から』
生糸相場は下落を続けたものの、１２月には上昇に転じ
。 、た ７０年６月下旬まで売込商人も利益を上げていたが

７月初旬から生糸相場が急激に下落した。売込商人の一

つ、吉村屋の番頭の７月２６日の手紙には「各国戦争一
条の義未実正は不相分候得とも（中略）糸・種とも未一
切売込無之」としたためているように、外国商館が生糸
や蚕種の購入を停止した。
吉村屋の番頭の手紙の日付や内容などから、普仏戦争

によって横浜の生糸がフランスに輸出できなくなったこ
とが歴然としている。西川氏も「１８７０年の後半期は
開港以来最大の不景気となり、売込商たちは普仏戦争の
影響によって大きな損失を受けた」という。１８６９年
１０月から１２月まで横浜で生糸相場が下落したことは
長崎でも無縁であるはずはなく、それが長崎港での６９
年の生糸輸出ゼロという惨憺たる結果につながったと思
われる。
前掲書によれば、横浜港での生糸の取引停止は２カ月

続いたが、９月下旬から少量の取引が始まった。同番頭
は９月２８日付の手紙に、信州上田の商人がＪＤ商会の
船を借りて、売れ残った蚕種１０万枚をヨーロッパに直
輸する計画を立てている、と述べている。売込商人たち
は最大限の知恵を働かせて、必死に生き残ろうとしたの
だろう。実際、１８６０（万延元）年には横浜の生糸売
込商人は９３店だったが、１８７０年には４３店と半分
以下に減っていた。
売込商人が大打撃を受けたのと同様に、外国の商人も

ダメージをうけた。生糸不況のなか 「蚕種を求めてヨ、
ーロッパから来日した商人もすべて帰国することになっ
た （ 幕末明治の国際市場と日本 ）のだ。」『 』

明治初期のグラバー邸（ 五代友厚秘史』より）『
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歌川芳虎画「東京築地舶来ぜんまい大仕かけきぬ糸をとる図」＝１８７２年（ウィキペディアより）
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生糸が結ぶヒコと五代

グラバー商会が生糸不況をもろにかぶったことは想像
するに難くない。冒頭に述べたように五代がヒコに出

した手紙は「明治初年」だという。初年とは明治元～３
年くらいまでを指すのだろう。とすれば、生糸輸出が思
うようにならず経営に瀕したグラバー商会のために、ヒ
コは五代に援助を申し込んだ可能性は高い。
ではなぜヒコは五代に頼ろうとしたのだろう。五代と

生糸の関係をみておきたい。
五代友厚は１８３６（天保６）年、鹿児島城下城ケ谷

の五代家の次男として出生。父、直左衛門秀堯は薩摩第
十代藩主、島津斉興の命で編纂された薩摩、大隅、日向
の地誌『三国名称図絵』の執筆責任者だった。秀堯が琉
球差配の役人として出仕したとき、藩主・斉彬から、オ
ランダ人から手に入れた世界地図の模写を命じられた。
秀堯が１４歳になったばかりの息子に託したところ、五
代少年はこの地図を２枚複写し１枚を献上、もう１枚を
自室に張り付け、飽かずに眺めていたという （桑畑正。
『 』 ）樹 五代友厚――明治産業維新を始めた志士 高城書房
五代３２歳の１８６４（元治元）年、薩摩藩は生糸貿

易の具体化を図った。このころ、幕府は朝廷の攘夷の求
めに応じて「横浜鎖港」を命じており、生糸貿易が厳し
く制限されていた。このため開港直後から生糸貿易に乗
り出していた諸藩が撤退を余儀なくされ、生糸価格は下
、 。 、落 生産地では生糸が山積みされていた こうしたなか

薩摩藩は幕府の意に反して生糸貿易進出を決定、売れ残
った生糸を安く買い集め、諸外国に密輸しようともくろ
んだ。

この密輸計画を立案したのが五代である。彼は以下の
意見書を藩に提出した。
「白糸の儀は当今粗承り候へは横浜交易に鬻候儀御禁制
相成候よし、此機会に御座候間本文にも申上候通、江戸
御屋敷より御手を被廻、関東出産の白糸悉く御買求相成
候はゝ当分余程下直に御手に入り可申、左候へは上海表
の御益高尚又相増可申哉奉存候」

五代は幕府から貿易が抑えられているのを逆手にと
り、この機に乗じて江戸藩邸から手を回し、関東で生産
される生糸を買い占め、上海市場に持ち込めば大いに利
益が上がる、と提言したのだ。
同年９月の西郷隆盛の書簡には、最低でも２万両、で

きれば１万両の生糸を買い占めたい、とある。この西郷
の記述からも、薩摩藩は五代の意見を採り入れ、生糸の
買い占めを進めた（ 幕末明治の国際市場と日本 ）のは『 』
疑う余地がない。幕府は１８６０（万延元）年 「五品、
江戸廻し令」を発して江戸の糸問屋が横浜に送ることを
禁止しており、横浜には正規の生糸が入荷しなくなって
いた。こうした間隙をぬっての薩摩藩の密売である。前
掲書によると、横浜のイギリス領事ウィンチェスターは
１８６４年１０月６日付の手紙のなかで、薩摩藩の密売
を、商社の代理店から持ち込まれた苦情を明かす形で以
下のように述べている。
「幕府の役人が横浜の近くの本牧という所で、

が買い付けた２３箇の生糸を拘留。このMr.L.A.Josephs
生糸は薩摩藩の商業代理人である によって船Nakeiyah
積みされたもので薩摩藩の紋章がついていた。私はただ
ちに神奈川奉行に拘留した生糸の解放を求めた。また生
糸の拘留が条約に反するとして奉行をなじった。数時間
後、神奈川奉行支配組頭が領事館を訪れ、船の拘留がい
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かなる点で条約違反になるかを尋ねた。私はただちに条
項を示して条約違反であることを指摘した」
前掲書は「薩摩藩の船によって横浜港内に運び込まれ

た生糸は、薩摩藩と契約した売込商によって外国商館に
販売された」としている。この手紙によると、取り引き
は横浜港から離れた海上で行われ、生糸には薩摩藩の紋

。『 』 、章がついていた 幕末明治の国際市場と日本 の著者
西川武臣氏は「薩摩藩に対して神奈川奉行所から正式に
抗議が行われた様子がなく、奉行所では生糸の押収にと
どまっている。西国の雄藩である薩摩藩に気をつかう幕
府が表だって事件を公にできなかったのかもしれない」
と推察している。
私がこの手紙のなかで注目したのはウィンチェスター

領事が「生糸の拘留が条約に違反する」と奉行を責めた
ことだ。国内的には禁制ででも、その禁制そのものが国
際的には条約に反しているというのだ。１４歳のとき、
世界地図を模写するほどに、藩主、島津斉彬のもとで国
際感覚を磨いた五代である。国際的には通ることを計算
に入れて「禁制品輸出」を提言したのかもしれない。つ

いでながら、五代の提言のなかに「上海表」というひと
言がある。彼は上海事情にもある程度精通していた可能
性があることを示している。
こうした彼の国際性については、後に詳しく述べてい

きたい。
、 、ところで 幕府の貿易統制は諸外国の強い反対により

１８６４年９月に停止、横浜には大量の生糸が入荷する
ようになった。薩摩藩にとって、濡れ手に泡のうま味は
なくなった。
さてヒコである。ヒコは１８６４（元治元）年に『海

外新聞』を発行。このなかでイギリスでの生糸相場を載
せたことは、本シリーズ３回目「岸田吟香編」で詳細に
述べた。この新聞の発刊が、五代の生糸密貿易提言と時
間的に近接しているのは興味深い。このころ、二人の間
には何の関係もないが 「生糸輸出がこの国の経済のカ、
ギ」という思いは共通していたようだ。
私は本シリーズ３回目を執筆時、ヒコが生糸に着目し

た理由を十分考察できてなかった。このたび『開港と生
糸貿易』に目を通したことで、次のことを知った。
横浜開港とともにアメリカ人のホールが経営するウオ

ルシ社でも生糸や緑茶を扱い「米一番館」と呼ばれた。
つづいてデント商会ができ、やはり生糸を扱った。ヒコ
「 」 「 、は 自伝 のなかで ホール氏が初めて横浜に居を構え

デント会社も横浜に居留した」とかいている。というこ
とは、ヒコはホールやデントが生糸を扱っていたことを
知っていたはずだ 『海外新聞』の刊行の前、ヒコは横。
浜で貿易業務に携わっていただけに、彼らの商行為には
大いに関心をもっただろう。こうしたなかで、ヒコの生
糸への着目度が高まったと思われる。
以上述べてきたことを総合すると、苦境に陥ったグラ

五代がヒコに宛てた書簡（ウィキペディアより）
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バーを救うために、ヒコが五代に支援を頼んだのは、五
代ならば生糸をなんとか危ない手を使ってでも輸出して
くれるのでは、との期待をもっていたから、と言えるだ
ろう。
冒頭にあげた五代のヒコへの手紙には「江州」が出て
。 。 （ ）くる これは何を意味するのだろう １８７２ 明治５

年、売込商の吉村屋が外国商館に売り込んだ生糸の産地
別実績（単位斤）では、上州糸１万１１５０、武州糸７

、 、 、 。８００ 奥州糸８０２０ 越後糸５００ 近江糸２００
。 、横浜では江州の糸は微々たる存在だ 主産地である上州

武州、奥州に対し、隠れた存在である江州糸ならば秘密
裏に突破口を見いだせる、と見込んだのかもしれない。
もう一つ「種紙 。蚕の卵である蚕種が産みつけられ」

た紙をさし、生糸の輸出規制の抜け道として使われた。
蚕種紙、蚕卵紙とも呼ばれる。菅野和太郎『幕末維新経
済史研究 （ミネルヴァ書房）によると、１８６５～６』
６（慶応元～２）年、初めは蚕卵紙１枚の価格が２、３

、 、 、ドルだったが しまいには５ ６匁にまで下落したすえ
天保銭１枚で蚕卵紙６枚になり、溝に投げ捨てられるあ
りさま。この間、外国商人が横浜で１枚５、６匁で買い
こみ、本国で４０倍以上の４、５ドルで売りさばき、暴
利を得たという。五代は柳の下のドジョウを狙ったのか
もしれない。
こうした手立てが成功したかどうかは定かでない。い

ずれにせよ、グラバー商会の経営は生糸取引で打開する
には余りにも悪すぎた。

五代とグラバー

ヒコは１９６７年１０月、長崎における長州藩主の代
理人になる契約を木戸孝允、伊藤俊輔（博文）との間で
交わしたことは前号（木戸孝允編）で述べた。ヒコ自伝

、 、によると この契約を終えると木戸は国もとへ帰ったが
伊藤はイギリスの軍艦ロドニー号で神戸に向かうことに

。 、 、なった 出発前 伊藤は日本人街の自分の宿舎で晩餐し
その席にヒコを招いた。伊藤は「相客は五代才助ただひ
とりだから」という。午後５時ごろ、五代は何か約束が
あって出かけたが、ヒコは９時まで伊藤の宿舎にいた。
伊藤は９時半、波止場まで歩いていった。
これがヒコ自伝のなかで五代が登場する最初だ。才助

。 、 、は元服にさいしてつけられた名前 後 友厚を名乗るが
ヒコと初めて出会ったときは才助だった。
次に登場するのが１８６８年３月２５日の項。ヒコの

「 」（ ） 、商社の 頭 グラバー から大坂に来るようにいわれ
長崎からコスタリカ号に乗って兵庫に着き、翌日、大坂
支社に出かけた。数日後、五代が訪ねて来て 「横浜ま、
で来てくれ」という。軍艦ストーン・ウォール号を合衆
国公使からミカドの政府に引き渡す交渉をするため、と
ヒコは書いている。
３月２５日といえば「五箇条誓文」が発布（１４日）

され、天皇が大坂行幸（２１日）をしたばかり。新政府
ができたものも、その基盤がまったく不安定な時だ。ヒ
コの自伝によると、ストーン・ウォール号はアメリカか
ら日本に送り出され、日本国旗を掲げて横浜港に入った
ものの、新政府軍と旧幕府軍との動乱が治まっていなか
ったため、合衆国公使は星条旗を掲げておき、将軍側と
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ミカド側の
どちらを日
本の統治権
力と見るべ
きかがはっ
きりするま
で、船を自
分の手に保
有しておく
のが賢明と
考えたとい
う。
五代は新政
府の意向を

受けてヒコに交渉の仲介を依頼したのだろう。というこ
とは、五代はそれだけの地位にいたということだ。五代
がヒコと出会うまでの前半生を概観しておきたい。
１４歳の時に世界地図を模写したことはすでに触れ
。 （ ） 、 、た １８５７ 安政４ 年 長崎海軍伝習所に派遣され

勝海舟の知遇を得たことなどから、外国への思いをつよ
くした。
６２（文久２）年、船奉行副役だった五代は、幕府の

内命で千歳丸を上海まで渡航させる計画があることを知
り、このチャンスをとらえてこの船による渡航の一行に
加わろうと手をつくしたが、すでに満員だった。そこで
水夫に変装して船に乗り込んだ。
千歳丸には幕府使節や勘定方をはじめ幕吏や商人ら約

５０人が乗り組んでいた。日本からの輸出を試験的に行
ったもので、干しアワビ、煎りナマコ、昆布などに加え
て石炭１５０トンを積み込んでいた。長州の高杉晋作、

佐賀の中牟田倉之助も藩から「国外視察」の一員として
一行に加えられていた。五代は長崎海軍伝習所で中牟田
とは旧知の間だったが、高杉とは初めて出会った。高杉
は渡航記『内情探索録』に「薩摩より五代才助と申人千
歳丸水夫と為り 上海え罷越せしなり としたため 幕、 」 （『
末維新経済史研究 、さらに「肝胆を吐露して大いに志』）

。 」 。を談ず 海外に去りて国益の友を得る とも記している
上海に着くやいなや五代は両刀をたばさみ、武士の姿

に戻って汽船の購入に奔走。時価５０万ドルのドイツ船
ジョージキリー号を１２万５０００ドルで購入契約を
し、同船を長崎に回航。天祐丸と名づけ、自らその船長
になった （ 五代友厚秘史 ）。『 』
五代は上海から帰った後、江戸に向かう。江戸到着と

入れ違いに島津久光一行が京に向けて出発し、生麦事件
を起こした。英国政府は幕府に賠償金１０万ポンドを要
求、薩摩藩には犯人の逮捕、引き渡しを求めるという外
交問題に発展した。
こうした緊迫した事態を受けて、五代は急きょ長崎に

戻り、グラバーに対英工作の相談をもちかけた。グラバ
ーとは上海密航前、蒸気船を購入したことがあり、上海
で購入した船の回航もグラバー商会を介して行うなど、
すでに取引実績があったのだ。英国は幕府から賠償金を
受け取ったあと、ユーリアス号（２３７１トン）を旗艦
とする艦隊７隻を横浜から鹿児島に向けて出航させた。
ユーリアス号にはニール代理公使が乗っていた。五代は
艦隊が石炭補給のため長崎に寄港すると予想、そのとき
公使と面談し、賠償金１万ポンドを支払って横浜に帰港
させようと考えた。ところが艦隊は鹿児島に直行、もく
ろみ倒れに終わった。五代はただちに鹿児島に向かう。
いわゆる薩英戦争が勃発したのは１８６３年８月１５

五代が渦中となった薩英戦争（ウィキペディアより）
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日。ヒコの自伝は「ある地方紙の記事」として以下のよ
うに報告している。
鹿児島湾に艦隊が投錨中の１５日正午 （薩摩軍は）、

われわれに向かって砲門を開いた 提督は機を移さず 拿。 「
捕船を焼き払え」の信号を出した。３隻の日本の蒸気船
――すなわち、もとイングランド号、サー＝ジョージ
グレイ号およびコンテスト号――に火をかけた。これら
の船舶は午前中に捕らえられ、艦隊のすぐそばに、錨で
つながれていたものである。砲台から撃ってくると、艦
隊は進発して戦闘隊列をととのえ、５００～６００ヤー
ドの距離から砲台を攻撃した。
砲台からの砲火も、ひどく激しいものだった――６０

～７０門の大砲が、１０インチ榴散弾や、１２ポンドお
よび２４ポンド砲弾を撃ってきた ジョスリング大佐 ユ。 （
ーリアラス号艦長）とウィルモット中佐（同副艦長）は

、 。ともに２時５５分 艦橋において砲弾に当って戦死した
１０インチ榴散弾が中甲板に炸裂し、戦死７人、兵員５
人負傷。風は強く、まともに陸に向かって吹き上げ、雨
も降った。午後３時、町に火がついた。３時２０分、艦
隊は戦闘を切りあげた。７時１５分、砲艦ハボック号が
５隻の琉球ジャンクに火災を起こさせた。９時２０分、
工場と鋳造所が燃えているのを確認。町は夜もすがら燃
えさかり、ジャンクも工場もあかあかと炎をあげた。
８月１６日午後３時３０分、発進して湾口を目ざして

航行した。
ヒコは以上の記事を紹介したあと 「記事を読んで、、

外人居留地はみんなひどく興奮した」と結んでいる。記
事内容から 「ある地方紙」は横浜居留地で発行してい、
た外国の新聞とみられる。
記事中の燃えさかる工場、鋳造所には島津斉彬が心血

を注いだ集成館が含まれる。ここでは洋式船建造、武器
弾薬製造からガス灯の実験まで行われていた。この戦争
によって集成館事業の重要性がかえって見直される形と
なり、やがて後述するように紡績事業などにつながる。
ところで、この記事にある拿捕された薩摩の３隻は天

祐丸（英国船イングランド号 、青鷹丸（同サー・ジョ）
ージ・グレイ号 、白鳳丸（米国船コンテスト号）だ。）
いずれも五代が購入に携わった薩摩藩虎の子の洋式蒸気
船だ。五代のかかわりはこれだけではとどまらない。と
いうより、拿捕事件の渦中にほうりこまれる事態になっ
た。英国艦隊に従軍していたイギリス人外交官アーネス
ト・サトウの代表的名著 一外交官の見た明治維新 岩『 』（
波文庫）から、拿捕の状況をみてみよう。
１５日払暁汽船の拿捕を開始した。汽船に近づくにつ

れて、もちろん私たちは大いに興奮し、任務に従って各
自忙しく立ち働いた。薩摩人の抵抗を予期したからだ。
ところが、アーガス号がサー・ジョージ・グレイ号のわ
きに横付けになったとき、その船の乗組員が反対側から

、 。用意の小舟に乗り移って すばやく姿を消すのが見えた
われわれは決して捕虜を獲るつもりはなかったのだが、
二人の日本人がサー・ジョージ・グレイ号に残ってい
て、私に向かって五代と松本弘菴であると名乗った。こ
の二人は艦隊に移されてから、オタニと柏という変名を

。 、用いた 前者は気品のある容貌のすこぶる立派な男子で
私の見るところでは船長だったと思う。
サトウが目撃したように五代は拿捕船に乗り組んでい

て、英国軍の捕虜になった。
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五代の渡欧

五代は松本とともに英国艦隊
によって横浜に到着、引き続
きユーリアラス号内で拘束さ
れているところに、米国領事
館書記のヴァン・リードがや
ってきて身元引受人になって

。 、くれた 彼は１８５８年６月
ペンシルバニア州でヒコに会
っており、ヒコとは旧知の間
柄だ。もちろんこの時、やが
て五代がヒコと昵懇の仲にな
るとは知る由もない。五代は
「英国のスパイ」の疑いがか
けられて、幕吏だけでなく薩

摩藩からも探索されていたため熊谷に潜伏。やがてヴァ
ン・リードの手紙で薩英間の和睦がなったことを知り、
６３年、長崎に向かった。
（写真・ロンドンでの紡績機械輸入調印の模様＝中央が
五代（ 五代友厚秘史』より）『

五代は長崎のグラバー邸に滞在する間、薩摩藩の富国
強兵策についての計画を立てた（ 明治維新とイギリス『
商人 。藩に「勤王攘夷の徒は世界の大勢に暗く、国家』）
の危急をみずから招いている」と攘夷非難の提言書を祖
送付。このなかで「イギリスとの戦争ではおびただしい

、 （ 、 、損失をうけたにもかかわらず それが三州 薩摩 大隅
日向）士民の無知を啓発したのはまさに天から与えられ

た幸いで千金にもかえがたい」と、薩英戦争を啓蒙とい
うプラスとしてとらえたうえで 「開国の時期が近づい、
ているという予測のもとに諸大名にさきがけて富国のた
めに興業すべき」と力説した。

「 、 、 、 、 、 、そのうえで 米 生糸 茶 シイタケ 昆布 スルメ
木材などを上海に輸出する」とした。以下はその具体的
内容。
①茶は道路の左右まで並木のように植え、紅茶として売
れば砂糖に次ぐ重要産物になる。
②昆布は北海道の松前から長崎に輸送してかこってお
き、チャンスを見て上海に回すと利益大。

、 、③米を上海で売って それで製糖機械２０台を買い入れ
藩内の砂糖を白砂糖に精製し、上海で売れば１００万両
以上の利益。
以上のように、武士とはとても思えないほど商業につ

いてはこと細かい。五代による「関東の生糸買占め」案
を本稿でふれたが、実はその意見もこの提言の一環なの
だ。
『 』 、五代友厚――明治産業維新を始めた志士 によると

五代はさらに綿密な提言をしている 日本からの輸出 外。 （
貨獲得法 、輸入（機械や武器・艦船などの耐久財 、視） ）
察団や留学生の派遣（科学技術に取得・育成方法）の三
つに分類し、産物の輸出や砂糖精製機械の購入のほか、
英仏など先進国への留学生の派遣、軍艦や新式大砲（ア
ームストロング砲）の購入と武器開発、銀銭製造（貨幣
鋳造）機械の導入――などを藩に求めた。
五代の提言に従って、薩摩藩は６４年、新納刑部を全

権大使とする使節団４人と１５人の留学生を英国に派
遣。使節団のなかに五代も使節副使として加わった。幕
府の目をはばかって全員が偽名。五代は関研蔵だ。
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一行にはグラバー商会のライム・ホールが同行。ロン
ドンに着いた一行１９人はグラバーの兄、ジェームス・
グラバーの世話でホテルや下宿に分かれて泊まった。こ
の渡欧中、五代はさまざまな買い物をする一方で、後に

。『 』殖産興業につながる重要な見学をした 五代友厚秘史
には次のように記載されている。

【購入】
木綿紡績機械（マンチェスター・レート会社より）
騎兵銃５０丁、大砲隊小銃、常短小銃各２００丁、短

銃５５丁、小銃２３００丁、元込小銃１２丁
【見学】
（ ） 、 、 、ベルギー ニッケル貨幣所 大砲製造所 小銃製造所
綿・毛織物の機関製造所、貨幣鋳造場、砂糖製造所、ビ
ール酒醸場、新聞紙出版所、ランプ製作所

五代が帰国したのは１８６６（慶応２）年３月。薩長
同盟が成り立ったときと相前後していた。

五代の提言を細かく述べてきたが、こうした積極貿易
策をとる薩摩藩はグラバー商会にとって最大のお得意先
になる。
五代が提言した翌年の６５年、グラバー商会は４隻の

艦船の取り引きをしている 竜田丸 万年丸 桜島丸 乙。 、 、 （
丑丸 、環瀛丸である。いずれも薩摩藩に納入された。）
売上総額は３０万４０００ドル。グラバーにとって、薩
摩さまさま、というより五代さまさまであろう。グラバ
ーは６６年、幕府に３隻、熊本藩に２隻、薩摩、佐賀長
州各藩に各１隻、６７年に熊本藩２隻、宇和島、薩摩、
福岡各藩に各１隻、６８年に長州藩２隻、佐賀藩に１隻
の艦船を売っている。だがこれも幕府と反幕府の戦いが
あってこそだ。倒幕がなって明治政府ができると 「戦、
争商法」は成り立たなくなる。
こうしたなか、グラバーは薩摩藩と組んで小菅スリッ

プ・ドックの建設に取り組んだ。長崎の小菅の５４００
坪の土地にドックを築くもので、長さ１１０フィート、
幅２４フィート、算盤のような凹凸がついていることか
ら「算盤ドック」と呼ばれた。いうまでもなく薩摩藩が
富国強兵策の一環として取り組んだもので、１８６６年
ごろからグラバー商会が４万ドルを出資して着手、６９
年１月、操業を開始した。主として１２００トン以下の
船舶を対象としておりドック使用料は３日間トン当たり
３ドルに設定。６９年に３０隻、７０年には２４隻がこ
のドックで修理された。
グラバー商会は資金繰りが苦しくなったため、完成を

前に明治政府に１２万ドルで売却。グラバー側が売り急
いだため予定より１万ドル安かったという。薩摩藩への
支払いなどがあり、グラバーが手にしたのはグラバー・
ブラザース社の分も含めて３万ドル余りだった。

大阪造幣寮＝１８７１年（ 五代友厚秘史』より）『
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小菅スリップ・ドック建設中の６８年、明治政府は大
阪に造幣寮を設置することを決定。香港から機械を購入
することになった。五代は新政府樹立とともに大阪府判
事に任命されていた。ヒコは自伝のなかで、この購入の
いきさつを次のように述べている。
香港からのうわさでは、数年前に設立された造幣局で

作った貨幣を清国人が心よく受け取らないので、当局は
その造幣局を処分したく思っているそうである。日本人
が通貨事情で困っているということは周知のことであっ
たので、わが社の頭（グラバー）は、私に権知事に会っ
て、香港の造幣局ならきっと安い値段で入手できるのだ
が、日本政府に買う気がないか、当たってみてくれない
、 。 、か と言ってきた 私が五代知事にこのことを尋ねると

彼は喜んだ （略）数日たってから、彼は私を呼びに使。
者をよこし、日本政府は香港の造幣局をそっくり指定さ
れた価格で買いたい、その際、わが社には一定額の取引

。 、手数料をみてくれる旨告げた こうして大阪の造幣局は
きわめて安い費用で設立のはこびとなった。
真木洋三『五代友厚 （文藝春秋）は「五代は大阪府』

判事となったが、当時の通貨に対する外国の不信感が強
く、優れた造幣機械を購入する必要を感じて、長崎のグ
ラバーを通じて香港のイギリス造幣局の機械を六万両で
買う契約を結んだ」とあっさりと片付けているが、ヒコ
にしてみれば 「あれはオレが間に入ったのだ」と言い、
たかったのだ 『明治維新とイギリス商人』によると、。
グラバーは手数料をとらず、純益をＪＭ商会と折半する
ことにした。しかし日本側購入価格を８万ドルと見込ん

、 、 。でいたため もくろみ外れとなり 損失を出したという
グラバー商会は結局、業績回復を前号で取り上げた高

。 、島炭坑にかけるしかなかった １８６９年１２月に操業

７０年１月には昼夜操業で１日６０～９０トンを採掘
し、アメリカ、フランス、ドイツ、ロシア海軍や太平洋
郵船などに提供。事業は順調に進んだかにみえた。しか
しグラバーの債務額は１０万ドルにのぼっており、ＪＭ
商会に対する債務を返済できない状態に陥っていた。そ

、 、 、 、の後 紆余曲折を経て 高島炭坑の操業 高島炭の販売
不動産などグラバー商会の全ての活動がオランダ貿易会
社の管理下に置かれることになった （ 明治維新とイギ。『
リス商人 ）』
こうした経緯をへてグラバー商会は７０年８月、倒産

した。ヒコは「無担保の債権者たちは相当の損害をこう
、 、むる羽目になったが 私もいくらかの額を出資していて

その中の一人となった」と自伝にかいている。

実業家になった五代

グラバー商会の倒産をもって幕末の終了といえなくも
ない。幕末の混乱に乗じて販路を広げたものの 「殖産、

」 。興業 という新しい時代にうまく対応できなかったのだ
五代にとっても大阪造幣局の業務をもってグラバーとの
関係は終わる。ヒコも新たな道を模索しなければならな
かった。
五代が渡欧中、マンチェスター・レート社から木綿紡

績機械を購入したことはすでに述べた。この紡績機は鹿
児島城下の磯地区に据え付けられ、我が国初の洋式紡績
である「鹿児島紡績所」がスタートした。英国から技師
を招いて本格的に生産に取り組み、薩摩藩の殖産の大き
な一歩となった。この経験を五代は生かそうと考えたの
だろう。１８６８（慶応５）年、大阪府権判事に就任し
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た五代は堺・戎島に堺紡績所の建設を進めた。鹿児島紡
績所の別工場として計画されたのもので、薩摩藩が出資
して会社組織で運営されることになった 『五代友厚―。
―明治産業維新を始めた志士』によると、薩摩の開成所
教授だった石河正龍（確太郎 、伊地知貞馨（壮之丞））
らが中心になって設立された「泉州堺薩州商社」がそれ
である。
英国・ビギンズ商会製のミュール紡績機２０００錘が

鹿児島経由で堺に運び込まれ、我が国初の大規模紡績工
場が誕生した。１８７０（明治３）年４月に蒸気機関の
試運転が行われ、同年１２月の本格的に稼働。五代は営
業を担当し、できあがった製品の海外輸出についても関
わった。だが業績は思わしくなく廃藩置県を機に７２年

、 、 。５月 新政府の所有となり 大蔵省勧農寮によって運営
石河はそのまま勧農寮に出仕し後に富岡製糸場の事業指
導を行う。
堺紡績所は１８７８年、浜崎太平次、肥後孫左衛門に

払い下げられたが、浜崎が没落したため８１年、川崎正
左衛門の所有となり 「川崎紡績所」に改称。８９年、、
正左衛門の娘婿、川崎愛之助を中心として設立された泉
州紡績の中核工場となる。同紡績は「戎」印を商標にし
てブランド化に成功、中国・香港市場に進出した。１９
０３年、岸和田紡績に吸収合併されたが、工場は引き継
がれ「戎」印商品は引き続き生産された。施設は老朽化
し、１９３３年に取り壊された。
１８８０（明治１３）年、渋沢栄一の肝いりで大阪市

大正区三軒家村に大阪紡績が完成した。８６年には直流
発電機を使った白熱電灯をともして２４時間フル操業を
行うに至る。明治２０年代には川崎紡績や大阪紡績を含
め、大阪は全国の４割の生産シェアを占める繊維産業の

町になり 「東洋のマンチェスター」とまで呼ばれるよ、
うになる。その元を築いたのはマンチェスター・レート
社の木綿紡績機械を購入した五代だった、といっても言
い過ぎではない。
五代はすでに述べたように旧薩摩藩士だ。官僚のまま

でいれば薩摩の代表として参議の座も夢ではなかった。
しかし１８６９（明治２）年、上京して大隈重信邸に滞
在、財政問題について大久保利通らと議論を重ねた後、
会計官権判事の辞令を受けて横浜への赴任を命じられた
のを機に、官を辞して大阪に戻った。この時をもって五
代は実業家に完全に転身する 。。
五代が着目したのは鉱山開発だった。すでに触れたよ

うに高島炭坑にかかわったことから、鉱山に強い関心を
いだいたのであろう 『五代友厚秘話』を引用してその。
概観をまず述べておこう。
同書は「彼は紡績業界（堺紡績所）に目鼻がつくと、

これを人に委せて、さらに活躍を開始、次は企業家とし
て彼の胸中に山積していた地下資源の開発に向けられ
た」とし、五代が手をつけた鉱山を以下のように羅列。
天和銅山（奈良県 、赤倉銅山、栃尾銅山、駒帰村辰）

砂鉱、蓬谷銀山（滋賀県 、半田銀山（岩手県 、新慶銅） ）
（ ）、 （ ）、 （ ）、山 兵庫県 和気銅山 岡山県 大立銅山 兵庫県

水沢銅山（三重県 、神埼銅山（大分県 、豊石銅山（島） ）
根県 、鹿籠銅山（鹿児島県 、助代銀山（同）など。そ） ）
の数は大きなものだけで１５カ所あり、北海道から鹿児
島まで１４０鉱区におよんでいた。
もう少し説明が必要だろう 『五代友厚――明治産業。

維新を始めた志士』によると、五代は以前薩摩藩主に出
した建策の中に「欧羅巴より土質学の達人を相雇い御領
中普く採検せしむる事」と、外国の専門家による鉱山探
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索を提案していた。同書は五代が富国、殖産興業の一と
して「鉱山開発」に重きを置いていたことはまぎれもな
いとみる。実際、我が国自前の重工業が育つ前、鉱山業
は第一の基幹産業であり、地下資源発掘による産業育成
の資金獲得がもくまれていた（高橋直樹『五代友厚――
蒼海を越えた異端児』潮文庫）のだ。
五代が最初に手掛けたのは大和の天和銅山である。高

橋氏は「大和の国とその周辺山地（吉野、高野山）は古
代からの銅山地だったが、この鉱山の鉱脈の大きさに最
初に気づいたのは、おそらく外国人鉱山師。五代がこの
鉱山の責任者にしたのも、モンブランが連れてきた鉱山
技師コワニエだった」とかいている。
モンブランというのは薩摩藩の英国使節団の副使とし

て五代が英国に渡ったさい、ベルギーにおもむいて会っ
た伯爵のことだ。モンブランは１８５８年から４年間長
崎に滞在し、フランス政府のために政情や経済的調査を
したという経歴の持ち主。モンブランはベルギー政府の
高官らを五代に引き合わせて信用を得たことから、１８
６５（慶応元）年 「薩摩白耳義（ベルギー）商社」の、
仮契約を結ぶに至っている 。鹿児島の鉱山開発や生糸」
・砂糖などの特産物の輸出販売、重機械の輸入・製造を
するための合弁会社計画だった。五代は帰国後、本腰を
入れて計画を進めようとしていたが、薩摩藩当局から賛
同を得られず、頓挫したという（ 五代友厚――明治産『
業維新を始めた志士 。』）
五代がグラバーとともに建設を進めた小菅修理船場が

完成した１８６８年、戊辰戦争が勃発し、五代は軍艦奉
行として兵庫に入る。このころモンブランは薩摩に行き
島津茂久と久光に薩摩とベルギーの商社設立の契約履行
を迫っていた。色良い返事をもらえず、モンブランは五
代とも会った。
五代はグラバーとモンブランを両股にかけていたとい

えるだろう。廃藩になり薩摩のくびきがなくなるととも
にモンブランとの関係を強め、鉱山開発についてもモン
ブランに協力を求めたのだろう。モンブランにとっても
五代とのパートナー関係は重要だったに相違ない。
フランス人技師のコワニエは１８６７年、モンブラン

の紹介で薩摩・大隅・日向の鉱山探索に招かれた後、新
政府と契約して生野銀山など閉山寸前の鉱山を生き返ら
せるなど、日本の鉱山の近代化に尽くした。五代はその
コワニエに依頼し、１８７０（明治３）年、まず天和銅
山の鉱脈の探索に着手。その後赤倉銅山など前記の鉱山
を次々に手掛けた。

半田銀山（ 五代友厚秘史』より）『
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これらの鉱山の多くはすでにツチとノミを使った手掘
りで掘り尽くされていた。使い古し鉱山のなかから、地
質学的な探索によって未開発の鉱脈を見つけ出し、爆薬
と蒸気機関を使用して開坑しようというもので、近代技
法を駆使して成果を得るにはコワニエの知識と経験を必
要としたのだ。
これらの鉱山のなかで『五代友厚――明治産業維新を

始めた志士』の著者の桑畑氏は蓬谷（よもぎたに）銀山
に注目する。五代は１万両で採掘権や鉱山施設など一切
を葛城屋安蔵から買い取り、現地責任者として彦根藩士
族だった杉村次郎を送り込む。慶応義塾に学び鉱山研究
を志していた杉村は滋賀県令から火薬使用許可を取った
ほか 「懲役人拝借願」を出したりした 「坑夫として受、 。
刑者を労働させて、低賃金で銀を産出させていたようで
ある」と桑畑氏はいう。受刑者をこき使ったというので
あろうか。富国強兵・殖産興業の裏面が垣間見えるよう
だ。
７３年、五代は長崎の豪商だった永見米吉郎らと、鉱

山経営の拡大のため大阪に弘成館を創設。全国の鉱山の
探索や経営管理をする鉱業会社で、７４年に半田銀山を
経営することになったことから東京に出張所が置かれ
た。
半田銀山は佐渡金山、生野銀山とならぶ我が国三大鉱

山の一つだった。元は伊達氏、次いで上杉氏が開発、江
戸時代には幕府直轄の奉行所も置かれていた。ところが

（ ） 、幕末の元治年間 １８６４～６５年 には掘り尽くされ
北半田村の庄屋・早田伝之助が細々と坑を守っているに
すぎなかった。五代はこの鉱山に目をつけ現地事務所を
設置。早田と年５０円の報酬で契約して事業に着手。１
８７６年、銀鉱脈が再発見され、早田を総代理に委任し

た（前掲書 『五代友厚秘史』は、半田銀山の１カ月の）。
産出純益は３０万円だったとしている。

、 、以上 るる述べてきたように次々に鉱山開発が成功し
五代は「日本一の鉱山王」と呼ばれるようになった。
鉱山事業の核となる弘成館が大阪に置かれたこともあ
、 。 、って 五代は大阪で新たな事業を展開する １８７６年

朝陽館を創設して製藍事業を開始。７８年、大阪株式取
引所開設、同年、大阪商法会議所創立、８０年、大阪商
業講習所（現大阪市立大学）設立――など枚挙にいとま
がない。
８１年、五代は関西貿易社を設立し、総監（社長）に

就任した。このころ北海道開拓は廃止に方向に進んでお
り、開拓使長官の黒田清隆は開拓事業の継承のために施
設・設備を払い下げる方針を示していた。この事業継承
のため「北海社」が設立されたが、資本が乏しかったた
め黒田は五代に相談。五代は払い下げを引き受けた。こ
れが新聞や民権演説会で「黒田と五代の癒着」と糾弾さ

、「 」 、れる事態に発展 開拓使官有物払下げ事件 と呼ばれ
。『 』政府は官有物の払い下げを取り消した 五代友厚秘史

「 、 、は 大久保 西郷を失って支柱をなくした薩長閥政府は
集中砲火を浴びてその陣営はゆさぶられた」としたうえ
で 「 五代が）薩人であったことで、民権論者の政府攻、（
撃の材料として俎上に挙げられたに過ぎないともいわれ
ている」と五代を擁護している。
さらにこの筆者が「払い下げ事件についての先生（五

代）の心境に触れたい」と、資料の調査をしたところ、
五代が鉛筆で走り書きしたメモを発見。メモには「政府
がなさざるを得ざるは又開拓の一言 「開拓論、但しこ」
れを以てアメリカの保護論を主張す……」としたためら
れていた。筆者はこのメモから「先生のアメリカを模範
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視しての保護論は、日本民族の努力の成果と相まって、
（開拓者として）先生はその先駆者の名をはずかしめな
い」とうたいあげている。
五代は一度も渡米していない。なぜアメリカがでてき

たのだろう。ヒコから影響を受けた可能性を否定できな
い。話をヒコに戻したい。

ヒコの茶輸出事業

グラバー商会が倒産して２年後の１８７２（明治５）
年、ヒコは大蔵大輔になっていた井上馨（聞多）のすす
めで大蔵省に出仕し、会計局に勤めた。
ヒコは長崎時代に井上とはすっかり顔なじみになって
。 、 、 （ ）いた ヒコの自伝によると 木戸孝允 伊藤俊輔 博文

が初めてヒコを訪ねて来て半年後の１８６７年１２月、
「長崎滞在中は御世話に預りかたじけなく存じ奉り候」

。 「 、との書簡が井上から届いている この書簡には 明七日
兵庫開港期限と立ち至り申し候。各国の見込如何成り行

」 、 、き候哉 と 兵庫が無事開港できるかを心配したうえで
「外国公論等、是非承りたく候」と、ヒコから諸外国の
態度や意向をききたい旨をつづっている。
井上が心配した通り、神戸事件が起きた。６８年１月

１１日、岡山藩の隊列が神戸・三宮神社前あたりを通過
した際、その前方をフランスの水平が横切った。藩兵が
槍の穂先で突いたことに端を発し、仏、英、米の守備隊
との交戦へと発展、列国側は居留地を封鎖し、港に停泊
していた各藩の蒸気船５隻（６隻の説も）を抑留したう
えで「国として陳謝せよ」と新政府に強く抗議した。
抑留された蒸気船の一つ、宇和島藩の祥瑞丸は五代と

グラバーの共有船だった。五代にとってもことは深刻な
のだ 『五代友厚』の著者、真木洋三氏は、五代が「で。
きるだけ穏便に解決してもらいたい」とフランスの副領

、 。 、事レックスに申し出たが拒否された としている 結局
新政府が列国と交渉することとなり、外国事務取締掛と

、 、 、 、して東久世通禧が兵庫に派遣され １月１５日 英 仏
伊、米、普、蘭の６カ国公使と会議、天皇名の国書を手
渡した。結果的には、日本の元首が将軍から天皇に代わ
ったことを諸外国に外交文書の上で示すことになった。
岡山藩の滝善三郎が責任をとって兵庫・永福寺で各国

外交官の前で切腹。五代は宇和島藩主・伊達宗城の使者
として切腹に立ち合っている。五代にとってはさまざま
な意味で忘れることのできない事件だった。
ヒコの自伝には神戸事件に関する記述はない。その理

由はわからない。滝はいま神戸市長田区の能福寺に眠っ
ている。その同じ境内にヒコ英文碑がたっている。同寺
の第１９世住職、加藤慈晃師が１８９２（明治２５）年
ごろヒコに依頼して寺の縁起を英文でしたためたもの
で、横文字の下に漢字で「傳教大師延暦廿三年――」と
彫られており、我が国最初の英文碑とされる。
という次第だから、ヒコにとって神戸事件は全く無縁

とも言い切れない。もっとも井上馨がヒコを東京に呼ん
だのは神戸事件とは何の関係もない。自伝によると、８
月１０日、東京に行き、７４年初頭まで大蔵卿・大隈重
信のところで働いたという。この３年前、五代が大隈邸
で行われた財政諮問に参加している。このことはすでに
触れたが、ここでもヒコは五代と見えない糸でつながっ
ていたのだ。
自伝の記述を追いたい。８月２１日、大臣代理の渋沢

栄一（大蔵大丞兼紙幣頭）に呼ばれて大蔵省に行くと、
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神奈川の大江卓県令から「ペルーのマリア・ルース号の
訴訟事件に関してヒコの力を貸してほしい」旨の手紙が
届いていた。
清国人のクーリーを乗せて横浜港に入港した同船がク

、 、ーリーを虐待している として訴訟問題になったもので
法廷で県令と同席してほしいとの依頼だった。ヒコは自
伝に「全法廷に出た」とかいている 「クーリーを売買。
している」と、人権侵害が問題になったこの裁判で、娼
妓問題が掘り起こされることになった。被告弁護人が娼
妓と抱え主との間で結ばれた契約書１通を提出し「日本
でも人身売買が行われている」と主張したのだ。前県令
の陸奥宗光は娼妓制度の廃止の請願書を起草、１１月、
政府は娼妓と芸妓を抱える契約を廃止する命令を発し
た。
本シリーズの前号（木戸孝允編）で、ヒコが人権規定

をおいた憲法草案を建言したことに触れた。ヒコはこの
法廷で現れた前近代的人身売買をどう判断し、大江県令
にどう伝えたのだろう フィクションでない本稿では ヒ。 「
コに感想を聞きたかった」というしかない。
７４年５月、ヒコは船で兵庫に向かい、回船問屋の北

風荘右衛門と会う。北風は司馬遼太郎の『菜の花の沖』
に出てくる兵庫の大豪商だ。ついでなから能福寺のヒコ
の英文碑の隣に北風氏の顕彰碑がたっている。その北風
との話し合いで茶の輸出を行うこととなり、ヒコは神戸

。 。に事務所を設けた 資本は北風の本店から得た１万ドル
実際はその３倍が必要になり、不足分は「隣県の県庁」
から借りた、と自伝にいう。
ヒコはなぜ茶に着目したのだろう。グラバーに事業の

一つに茶の輸出があったことをヒコが思い出したのかも
しれない。

山口幸彦『明治維新の大功労者トーマス・グラバー―
―フリーメーソンとしての活躍 （長崎文献社）による』
と、グラバーがまだ何の商品から手をつけるべきかのめ
どが立ってなかったころ、アイルランド生まれのウィリ
アム・オルトを紹介された。オルトはジャカルタで手に
して興味をもった日本茶の輸出をしようと日本にやって
きた商人だ。オルトは油商を営む大浦慶と知り合い、慶
から仕入れる話がついた。この取り引き話にグラバーが
加わり、茶輸出に乗りだしたという。
グラバーはやがて幕末の動乱のなか、軍艦や武器・弾

薬の輸入に力を入れるようになるが、あるいはヒコは茶
が輸出用の有力商品であることを早くから気づいていた
のかもしれない。五代が薩摩藩への提言の中に茶の輸出
を書きこんだことはすでに触れた。五代からも聞いてい
ただろう。
『明治維新とイギリス商人』には長崎のイギリス領事報
告による１８６３～１８７０年の「幕末・維新の長崎貿
易」が掲載されている（単位１０００ドル 。茶と生糸）
についてすでに触れたが、ここでは茶の輸出額と石炭、
水産物、人参などの全輸出総額との対比をみたい（茶の
輸出額は再掲になる）＝いずれも単位千ドル。
１８６３年＝茶１０９、全体５０８▽１８６４年＝茶

１１０、全体７３７▽１８６５年＝茶１５８、全体５６
１▽１８６６年＝茶４７４、全体１９９５▽１８６７年
＝茶３６８、全体１７７６▽１８６８年＝茶３９９、全
体１９８８▽１８６９年＝茶５０８、全体１３２３▽１
８７０年＝茶３５８、全体１３２６。
おおざっぱに言えば、茶の輸出の伸びが輸出総額の伸び
につながっている。長崎では輸出を茶に頼っていたとい
える。
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ヒコの着眼は間違いではない。明治時代の主要産品の
輸出推移をみると、茶は１８６８年に全体の２３％を占

、 。めていたが １８７５年には３８％に急増しているのだ
、 『 』ヒコ研究の第一人者 近盛晴嘉氏も ジョセフ＝ヒコ

（吉川弘文館）の中で「日本から外国への輸出の最大の
ものは茶であった。輸出入の商権は当時の法では外国人
が握り、日本商人による直輸出はできなかった。北風家
のねらいもその辺にあったようである」という。北風荘
右衛門らはヒコがアメリカ市民であることに目をつけ、
茶輸出事業に手を出した、というわけだ。
だが、ヒコの茶の輸出事業はうまくいかなかったよう

だ。自伝のなかでヒコは「９カ月ほど商買を続けたが、
北風氏との気が合わず、とうとう支店を閉店することに
話がきまり、私はその商売いっさいを、あとを引き継い
でくれと頼まれた。私は気がすすまぬまま引き継ぎ、１
８８１年に神経症にかかって、廃業のやむなきに至るま
で商売をつづけた」と書いている。この記述によればヒ
コの茶輸出事業は６年間だったことになる。
ヒコが自伝に記した不成績の理由を箇条書きすると次

のようになる。
ヒコがアメリカ市民であったため、ヒコ名義で商売で

きず、親戚の名義で別の貿易会所の中の一つとして事業
登録した▽この貿易会所は伊藤博文知事のもとで神戸に
設立されたもので、輸出入の統計をとることに存在価値
があった。これによってわずかな登録手数料を徴収して
いた▽はじめのうちは経営が順調だったが、しばらくす
ると役員が身を引き、やがて部外者の手に経営がわたっ
た▽新たな経営者は外国人から商品を売買する際、双方
から手数料を取り立てたため、非難の声があがった――
などを挙げている。

実際の茶の輸出統計をみても、１８７５年に全体の３
８％を占めていたがその後１７％に急落、茶の輸出に陰
りが出ていた。１８９７年には５％にまで低下し、生糸

。 、と並ぶ輸出２本柱の時代は過ぎ去る 北風家が手を引き
ヒコ単独事業となって仮にうまくいったとしても、いず
れは暗礁に乗り上げた可能性が高い。
１８８１年、ヒコは神戸で精米所を立ち上げた。自伝

によると、川崎に５馬力の蒸気エンジンと４５基の臼と
杵のある精米所を設立。１週間に７２時間稼働したとこ
ろ、玄米２１０石を精白し、白米１８１・２２石ができ

、 、 。たほか 粉米１・２０５石 ヌカ３０石ができたという
収入は４４・７５円、支出は４４・５０円。利潤はわず
か０・２５円にしかならない。
なぜこうなるのかをヒコが調べたところ、水車式精米

業者は米の２～３％を横領し、不足分を石粉で埋め合わ
せて所有者に渡していたことが判明。ヒコは新たに精米
所を建設し、杵と臼を７０個に増やし、精米所の規則や
料金表を公表した。これが裏目にでた。商人にとって、
ヒコのところでは規則や料金を守らねばならないが、水
車式精米業者ならば相当気ままなことができるのだ。と
いうわけで、精米を依頼にやってくる商人は思ったほど
はおおくなかった。水車精米という古い時代に生きた人
には、蒸気機関精米という新時代にすぐには対応できな
いのだ。
ヒコの精米所はむしろ電灯がともることに貢献したこ

との方が特筆されるべきだろう。１８８４年１２月２６
日、神戸で電灯をともす試験が行われた。弁天浜（神戸
市中央区弁天町）でアーク灯７個を１週間灯すもので、
県はこの点灯のためにヒコの精米所の蒸気機関を借用し
た。これによって神戸市で初めて電灯がともったのだ。
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我が国で初めて電灯がともったのは１８７８年３月２５
日。東京・虎の門の工部大学校でアーク灯が点灯された
もので、現在 月２５日は電気記念日になっている。神3
戸はそれから６年後だ。ヒコの精米所がなければもう少
し遅れていたかもしれない。

女工哀史の製糸

ヒコの自伝の１８９１年５月１１日の項に、秩父製糸
工場に招かれて見学したとの記述がある 「本庄の停車。
場から９里半のところ」だ。ヒコはここで何を見たのだ
ろう。
自伝によると、この工場の製品の売れ行きが不振にな

っても事業がつづけられるように、運転資金の融通に力
を貸してほしい、との依頼があったという。この工場に

は各種の日本式の織機が据え付けられており、操業する
のに毎月１２８０円かかる。そのうち１０００円が生糸
代、１８０円が女工たちの賃金、１００円が臨時費。女
工は５０人の機織工と、同数の職工。すべて越後からき
ており、１２歳から１５歳になると雇い入れ、３５～４
０歳の女の監督下におかれる。労働時間は食事の３時間
を含めて１６時間――などとヒコは説明を受けた。ヒコ
が何らかの資金的な援助をしたかについてはふれていな
い。
女工が５０人にすぎず、日本式織機で操業していたと

いうのだから、旧来の工場だろう。原料代にほとんどが
食われており、生糸相場の上下に大きく左右されること
がみてとれる。
ヒコの自伝はこの見学の９日後、大津事件の記事で事

実上終わる（１０月２８日に地震があったとの３行の記
事が最後 。その意味で 『海外新聞』に生糸相場の欄を） 、
設けるなど、生糸とかかわってきたヒコの人生を象徴す
るような見学だった。
ヒコが亡くなって１２年後の１９０９年１１月、東京

・帝国ホテルで「生糸輸出世界一大祝賀会」が盛大に催
された。我が国の生糸生産が８２００梱と先進国のイタ
リアや中国を引き離し、世界中の全生産量１万４０００
梱の７割を記録、輸出金額は１億４２００万円と、我が
国輸出総額の３分の１を占めるに至った。祝賀会には蚕
糸業界のお歴々が参加、洋々たる前途をたたえあい、女
性たちがシルクのスカートのすそを泳がせながら、華や
かに舞踏を演じた。

そのころ野麦峠の頂上で一人の女工が息を引き取っ
た。政井みね。２０歳になったばかりだった。みねは諏
訪湖畔、岡谷の製糸工場の優秀な女工だった 「百円工。

政井みねの碑
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女」といわれていたが、腹膜炎を患い、重体に陥った。
工場から「みね病気ひきとれ」の電報を受け、兄辰次郎
が新潟との国境に近い飛騨の山村から七つの峠と１２０
キロの山道を休むことなく二日で工場に駆けた。工場は
死人を出したがらず、みねもふるさと飛騨で死ぬことを
希望した。
辰次郎はネコダ（背負子様のもの）に座布団を敷き、

みねを載せて工場を裏門から出た。松本の病院に入院さ
せるつもりで松本の旅館に泊まったが 「飛騨へ帰りた、
い」とのみねの希望は強く、野麦街道を飛騨・高山に向
けて上った。峠に着くと、みねは「あー飛騨が見える」
と喜び、その場に崩れた。辰次郎が抱き起したとき、す
でにこと切れていた （山本茂実『あゝ野麦峠――ある。
製糸工女哀史 （朝日新聞社）』
みねが息を引き取ったころ、横須賀では国産戦艦第一

号の「薩摩 （１９，４００トン）が完成、はでなリボ」
、 。ンの女子学生が街を闊歩し ハイカラ節が流行していた

山本氏は「どれもこれもみねの死んだ野麦峠とはあまり
に遠い国のできごとであった」と書いている。
明治前半期の蚕糸類輸出実績（単位１０００円）をみ

ると、１８６８（明治元）年、１０，３６４▽１８７２
（ ） 、 ， （ ） 、 ，同５ 年 ８ ２０３▽１８７７ 同１０ 年 １０
６６７▽１８８２（同１５）年、１９，２６１▽１８８
（ ） 、 ， （ ） 、７ 同２０ 年 ２１ ９２０▽１８９２ 同２５ 年

３９，９１４と推移。１８９５（同２８）年は５０，９
２８に跳ね上がっている。ヒコが秩父製糸工場を見学し
た１８９１年は３２，１７５だ。このころから輸出量が
増えたことがうかがえる。
主要産品輸出総額に占める生糸輸出の割合も、１８７

６年４８％、１８８３年４５％、１８８８年、１８９２

年各４０％などと高い数値になっている。我が国の輸出
は生糸に支えられてきたのだ。
諏訪地方のある製糸場の１９００年６月の就業状況を

見ると、午前４時５分起床、４時半就業、６時朝食、６
時１５分就業、１０時３０分午食、１０時４５分就業、
１５時３０分小憩、１５時４０分就業、１９時３０分終
業だ。食事時間と小憩合わせて４０分しかない。ヒコが
見た秩父の工場では３時間の食事時間があったという。
仮にこの工場がうそいつわりなくヒコに話したとすれ
ば、そのころはまだ超過酷就労ではなかったのかもしれ
ない。輸出が伸びるにしたがって生産現場にはっぱがか
けられ、休むことなく女工たちは働かされるようになっ

。 「 」 。たとみられる これが 女工哀史 といわれるゆえんだ
１８６９年、新政府が榎本武揚らが立てこもる箱館を

攻めた際に参加した軍艦は６隻。うち４隻は藩から借り
受けたもので、新政府保有艦はわずか２隻だった。とこ
ろが日清戦争が起こった１８９４年、５５隻・６万１３
００トンの艦船を保有。１９０４年の日露戦争勃発時点
では軍艦５７隻・２５万１７００トン、駆逐艦１９隻、
水雷艇７６隻、合計１５２隻・２６万５０００トンを擁
するに至った。富国強兵は生糸輸出のおかげ、日清、日
露の勝利は過酷な労働を強いられた女工らの犠牲のうえ
にあったといっても決して間違いではない。
ヒコがこうした製糸工場の実態を目にしたらどう思っ

たであろうか。
ヒコはアメリカのリンカーン大統領に会ったただ一人

の日本人である。本シリーズの２回目（リンカーン編）
でこのことは詳述したが、リンカーン大統領が奴隷解放
宣言をしたことも、いずれかの機会に学んだであろう。
だからこそ合衆国憲法をモデルとした憲法草案を幕府に
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建言したのだ。このなかに人権規定を盛り込んだことも
ふれた。ほとんど休み時間もない労働強制は人権侵害に
あたる、と考えた可能性は高いと思う。
では本稿に登場した五代はどうか。蓬谷銀山では受刑

者を低賃金で働かせていたことはすでに述べた。女工た
ちの労働を人権侵害と考えたとは思えない。一介の船乗
りのせがれであるヒコと高級武士だった五代との違いだ
ろう。
明治維新は革命だと司馬遼太郎はいう。革命だとして

も、結局は武士がつくった政権である。本当の意味での
最底辺の庶民のための政治にはほど遠かった。

クリスチャン・ヒコ

最近私はヒコに関する２冊の古本を手に入れた。いず
れも著者は近盛晴嘉氏。ひとつは『ジョセフ彦――《ド
キュメント》リンカーンに会った日本人 （日本ブリタ』
ニカ 、もう一冊は『クリスチャン・ジョセフ彦 （アム） 』
リタ書房 。私は、前者はヒコがリンカーン大統領にた）
だ一人会った日本人であることに力点を置き、後者はヒ
コが洗礼を受けてクリスチャンになっている点に着目し
た本であると思った。ところがページを繰って驚いた。
二つの本の中身は全く同じなのだ。同じ版を使って出版
、 。し 表紙だけを替えたものであることは歴然としている

発行は前者が１９８０年、後者が１９８５年。この５年
間に出版社を変える特別な事情が起きたと推察される。
「漂流」から「新聞」まで１０章の目次を掲げている

のは、当然のことながらいずれも同じ。目次の次のペー
ジも全く同じ言葉が掲載されている。ヒコの半生を極め

て簡潔に言い切った一種の詩だ。

黒船の時代、ひとりの少年が
漂流した
のちに
リンカーンに会った男、と
歴史が記す
播磨の生まれ 浜田彦蔵
アメリカでミルクの味とことばを覚え
洗礼を受け帰国
完全なアメリカ語をしゃべる青年通辞として
日米外交史に登場
鎖国、尊王攘夷の世の中で
アメリカ彦蔵とよばれたデラシネ
桂小五郎にデモクラシーを説き
日本で初めて新聞を発行し
終生ミルクを愛飲いたという
ジョセフ彦とは
アメリカと日本に引き裂かれた
最初の男であった

近盛氏はヒコがカトリックの洗礼を受けた後「この日
（１８５４年１０月３０日）を機に、彦のその後の人生
は、キリスト教徒であるという自覚から外れることはな
かった」と書き、浜田家の養女となった吉子さんの「日
曜日に父と教会に行ったことや、父が毎朝バイブルや他
のキリスト教の本を読んでいたことを憶えています」と
の追慕の言葉を紹介している。
ヒコがリンカーン大統領に会ったのは１８６２年３月

。「 、 、１２日 比類ない誠実さと 思いやりの深さのゆえに
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一度会った誰からも敬愛されるといわれるリンカーンで
あった。彦もまた、たった一度握手したこの人に魅了さ
れ、一生、リンカーの人柄と、その民主主義に親愛感を
抱きつづけることなる」としたためる。

「 」ヒコを リンカーン大統領に会ったただ一人の日本人
であることと「キリスト教徒になった日本人」の二要素
は、確かにヒコの人物像を特徴づけている。同じように
漂流、日本に戻ったとき踏み絵をさせられた中浜万次郎
とは決定的な違いだ。
キリシタン禁令のなか、クリスチャンになったいじょ

うヒコはもはや日本人とはいえなかった。だがやはり日
本人でありたいという思いを持ち続けていたはずだ。そ
の矛盾と葛藤のなかでリンカーン大統領に会ったヒコ。
アメリカ合衆国憲法に信仰の自由を保障する規定がある
ことを知り、人権意識に芽生えたのではないだろうか。
私は「ジョセフ・ヒコの幕末維新」と題した今回の企

画では①中浜万次郎編②リンカーン編③岸田吟香編④木
戸孝允編⑤五代友厚編の５編に分けて連載した。実は木
戸孝允編を執筆のために資料を調べていて、ヒコの憲法
草案の歴史的意義に気づいた。ヒコ自身、倒幕の勢いが
増すなかで、憲法制定の夢をみたのかもしれない。
このように言い切れる史料はない。今回の連載を終え

るに際して、ヒコにそうあってほしいと願う私自身の夢
である。

（了）

能福寺のヒコの英文碑（左は北風荘右衛門顕彰碑）

ジョセフ・ヒコの幕末維新⑤　井上脩身


